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ＡＰＳの目的（＝ＰＳＬＸの目指すもの）

• 変化に俊敏に対応できるしくみをつくる

• リードタイムを極限まで短縮する

• 設計部門と製造部門をつなぐ

• 生産現場の活動を利益に結びつける

• サプライチェーンの全体最適に貢献する
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新たなソリューションの提案

• 在庫ではなくフロー情報によるダイナミック
な引き当て管理

• コンカレントな製品開発を可能にする設計
情報と製造情報の連携

• 超プロジェクト型生産に対応したスムーズ
な新製品切替管理

• 計画情報の共有による企業間サプライ
チェーンの最適化

• スループットをベースとした収益に貢献す
る評価システム
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企業内ＡＰＰ連携

企業間ＡＰＰ連携

ＡＰＳ

ＡＰＳを中心としたアプリケーション連携

ＡＰＳ

製造システム製造システム

開発システム開発システム

顧客顧客サプライヤサプライヤ

ＸＭＬＸＭＬ

ＸＭＬＸＭＬ
ＸＭＬＸＭＬ ＸＭＬＸＭＬ
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ＰｌａｎｎｉｎｇＰｌａｎｎｉｎｇ

大日程計画大日程計画

中日程計画

ＡＰＳを中心としたアプリケーション連携

中日程計画

製造システム製造システム

開発システム開発システム

顧客顧客サプライヤサプライヤ

小日程計画小日程計画

Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ

時間軸

Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ

ＡＰＰ時間軸連携

ＸＭＬＸＭＬ

ＸＭＬＸＭＬ
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全体最適とスケジューリング問題

スケジューラースケジューラー

上位計画上位計画

ＭＥＳＭＥＳ

販売計画・管理販売計画・管理

購買計画・管理購買計画・管理最適化エンジン最適化エンジン

製品設計製品設計

スケジューラースケジューラー 物流・輸送計画物流・輸送計画
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スケジューラがＰＳＬＸ対応になると、

• スケジュールした内容を複数の場所で見る
ことができる。

• 複数の工程（拠点）の計画を連携すること
ができる。

• ＭＥＳに対して統一形式のインタフェース
開発ができる。

• 上位計画との連携をダイナミックにおこなう
ことができる。

• スケジューラをコンポーネントとしてＡＰＳを
自由に組み立てられる。
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ＰＳＬＸ仕様（狭義）の内容

• 対象とする生産計画・スケジューリング問
題の内容を表現するためのクラス群

• それらのクラス（またはクラス間の関係）を
定義するためのＸＭＬタグ仕様

• ＸＭＬデータをアプリケーション間で送受信
する場合の手順と付帯情報

• ＸＭＬデータ内容の意味的整合性の検査
条件とエラー時の処理ルール
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既存システムとのマッピング

現状の
データ構造

ＰＳＬＸの
データ構造

共通域

データ変換できない

データ変換で
対応可能

現状の
データ構造

ＰＳＬＸの
データ構造

共通域

データ変換できない
→ 想像して作る！

データ変換で
対応可能

データ出力時データ出力時

データ入力時データ入力時
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ＰＳＬＸにおけるプリミティブなモデル

品目品目 品目品目作業作業
入力 出力

占有／利用

（消費）

資源

（生産）

資源

事象事象

事象事象

作業作業

作業作業

作業作業
資源資源

資源資源

品目品目
品目品目

品目品目
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プランニング上の制約

• 資源の割当制約

– 作業と資源間の割当制約

• 入出力選択制約

– 作業に対する入出力品目の制約

• オーダの生成／割当制約

– 制約違反に対するオーダ充足制約

• 集計データの制約

– 期間や項目ごとに集約されたデータの制約
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スケジューリング上の制約

• 先行制約

– プロセスを構成する２つの作業間の時間的関係

• 切替制約

– 同一資源で前後する２つの作業間の時間的関係

• 負荷制約

– 同一時刻に行われる作業の負荷の合計の許容範囲

• 在庫制約

– 原材料、中間品、製品それぞれの在庫量の制約

• 状態制約

– 作業が資源を利用する場合の前提条件
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ＰＳＬＸクラス構造図

作業

品目

資源

事象

注文

顧客

先行制約

負荷制約

切替制約在庫量

1

1

1

状態制約注文規則

集約関係 指標制約

品目仕様

資源仕様

ジョブ仕様

注文仕様

入力/出力制約

割当制約

仕様顧客仕様

1

1

1

1

1
1

1

1
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例１：ＡＣＣＲＯＡＤの場合

工程
品目
ライン
品名
時間当生産能力
ロットサイズ
優先順位
段取Ｇ

生産能力マスタ

<resource name=“ライン：工程”>

<switch>*段取Ｇ*</switch>
</resource>
<item name=“品目”>

<assign>
<resource ref=“ライン：工程”/>

<priority>優先順位</priority>
</assign>
<display><name>品名</name></display>
<qty><min>ロットサイズ</min></qty>

</item>
<operation name=“ライン：工程：品目”>

<duration><calc>時間当生産能力</calc>
</duration>

</operation>
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例２：ＡＳＰＲＯＶＡの場合

完成品目
工程順
工程コード
入力品目
出力品目
必要量
重なり方法
重なりＭＩＮ

<operation name=“工程コード”>
<consume ref=“入力品目”>

<qty>必要量</qty></consume>
<produce ref=“出力品目”/>
<predecessor ref=“前工程コード”

type=“重なり方法”>

<duration><min>重なりＭＩＮ</min>
</duration>

</predecessor>
</operation>
<item name=“出力品目”>

<parents ref=“完成品目”/>

</item>
部品表テーブル



西岡靖之©法政大学工学部

例３：ＤＩＲＥＣＴＯＲ５の場合

ユニットＩＤ
最上位ユニットＩＤ
プロダクトＩＤ
オーダＮｏ
開始可能日
納期
ユニット数量
オーダ数量

<order name=“オーダＮｏ”>

<time><latest>納期</latest>
<earliest>開始可能日</earliest>
</time>
<item ref=“プロダクトＩＤ”/>

<qty>オーダ数量</qty>
</order>
<operation name=“ユニットＩＤ”>

<parents ref=“最上位ユニットＩＤ”/>

</operation>
<item name=“プロダクトＩＤ”>

<qty><min>ユニット数量</min></qty>
</item>

ＵＮＩＴトラン（オーダ）
テーブル
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例４：ＪｏｙＳｃｈｅｄｕｌｅｒの場合

品目コード
品目名
単価
単位品目数
在庫増方法
仕様コード１
安全在庫
まとめ期間

<item name=“品目コード”>

<display><name>品目名</name></display>
<priority>品目優先度</priority>
<price>単価</price>
<qty><min>単位品目数</min></qty>
<spec name=“仕様コード１”/>

<stock>
<inc>*在庫増減方法*</inc>
<qty><min>安全在庫</min></qty>

</stock>
</item>
<operation>

<item ref=“品目コード”/>

<duration>まとめ期間</duration>
</operation>

品目マスタ
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どのようなデータのやりとりがあるか

マスター情報
–品目情報

–設備情報

–ＢＯＭ情報

–制約情報

–評価指標情報

マスター情報
–品目情報

–設備情報

–ＢＯＭ情報

–制約情報

–評価指標情報

トランザクション情報
–オーダー情報

–作業情報

–在庫情報

–負荷情報

–生産座席情報

–操業カレンダー情報

トランザクション情報
–オーダー情報

–作業情報

–在庫情報

–負荷情報

–生産座席情報

–操業カレンダー情報
制御情報

–コマンドの実行

–各種情報の問合せ

–アラーム情報

–エラー情報

制御情報
–コマンドの実行

–各種情報の問合せ

–アラーム情報

–エラー情報
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ＰＳＬＸインタフェース

スケジューラ

ＰＳＬＸ
ＤＢ

ローカルＰＣ
外部
ＤＢ

ＰＳＬＸ

外部サーバ

ＰＳＬＸ
インタフェース

２００１年
１１月末

β版公開

ＰＳＬＸインタフェースは、アプリケーション開発者
がＸＭＬの詳細を知らなくてもＰＳＬＸを組込み
可能なように、機能の詳細を隠蔽したＣＯＭの
クラス。ＶＢ，Ｃ＋＋、ＪＡＶＡ等から利用できる。

２００１年
１１月末

β版公開
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関数名サンプル

関数名 説明

InitProblem データの初期化を行う

WriteData 設定したデータをＸＭＬ出力する

ReadData ＸＭＬデータを内部に読込む

CreateOrder オーダを一つ生成する

CreateJob ジョブを一つ生成する

GetNextOrder 次のオーダをさがす

GetNextJob 次のジョブをさがす

SetDescription 要素の記述内容を設定する

GetDescription 要素の記述内容を取り出す
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プログラム（ＶＢ：イメージ）

Sub 練習問題（）
InitProblem
CreateProblem “練習問題”
CreateOrder “注文Ａ”
CreateOrder “注文Ｂ”
WriteData “サンプル”

End Sub
<?xml version="1.0" ?>
<pslx ver=“1.0”>

<problem name=“練習問題”/>
<order name=“注文Ａ”/>
<order name=“注文Ｂ”/>

</pslx> 

ＸＭＬ生成
と保存

サンプル.xml
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プロトコルＩＤとＰＳＬＸメッセージ

オーダー受付け処理（Ｐ１０２８）

納期問合せ（Ｐ１０２８Ａ）：Ｍ３１０２

納期回答（Ｐ１０２８Ｂ）：Ｍ４１０５

オーダー発行（Ｐ１０２８Ｃ）：Ｍ３２０１

受付け確認（Ｐ１０２８Ｄ）：Ｍ４６２４

ＡＰＳ 顧客
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ＳＯＡＰ＋ＰＳＬＸサンプル

<SOAP-ENV:Envelope xmlns:SOAP-ENV=・・・>
<SOAP-ENV:Header>

<from>A222</from><to>C123</to>
<date>2001/11/14 12:20:00</date>
<protocol>P1028C</protocol>
<message-class>M3201</message-class>

</SOAP=ENV:Header>
<SOAP-ENV:Body>

<pslx ver=“1.0”>
<problem name=“Q0100A”/>
<order name=“Z001”>

<item name=“PEW3TY”/><qty>20</qty>
</order>
<order>

<item name=“TT9DRY”/><qty>100</qty>
</order>

</pslx>
</SOAP-ENV:Body>
</SOAP-ENV:Envelope>

<SOAP-ENV:Envelope xmlns:SOAP-ENV=・・・>
<SOAP-ENV:Header>

<from>A222</from><to>C123</to>
<date>2001/11/14 12:20:00</date>
<protocol>P1028C</protocol>
<message-class>M3201</message-class>

</SOAP=ENV:Header>
<SOAP-ENV:Body>

<pslx ver=“1.0”>
<problem name=“Q0100A”/>
<order name=“Z001”>

<item name=“PEW3TY”/><qty>20</qty>
</order>
<order>

<item name=“TT9DRY”/><qty>100</qty>
</order>

</pslx>
</SOAP-ENV:Body>
</SOAP-ENV:Envelope>

ＰＳＬＸデータ

プロトコルＩＤ
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コンテキストによる情報の使い分け

計画の制約情報

計画の結果情報

製造の実績情報
<operation name=“作業B013”>

<start><time>2001/11/27 10:25:00</time></start>
<end><time>2001/11/27 10:46:00</time></end>

</operation>

<operation name=“作業B013”>
<start><time><earliest>2001/11/27 08:00:00</earliest></time></start>
<end><time><latest>2001/11/27 20:00:00</latest></time></end>

</operation>

<operation name=“作業B013”>
<start><time>2001/11/27 09:10:00</time></start>
<end><time>2001/11/27 09:23:00</time></end>

</operation>
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ＰＳＬＸによる問合せ（ＰＳＬＸ－Ｑｕｅｒｙ）

指定名のオーダー内容の問合せ

<order name=“X01”>
<time/> <item/>

</order>

指定顧客のオーダーの問合せ

<order>
<customer name=“顧客Ａ”/>

</order>

指定期間のオーダーの問合せ
<order>

<time><earliest>2001/11/27 00:00:00</earliest>
<latest>2001/11/28 00:00:00</latest></time>

</order>

空タグの情報を出力する

空タグがない場合には
オーダー名のみ出力する

範囲指定したタグの内容は出力
される
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システムの実装方法

• ＷＷＷサーバー連携方式
– タイマー起動で定期的に特定のＷＷＷサーバーにアクセスし、

そこから命令を得て実行する。同時に複数のリクエストを受付け
られない。比較的簡単に実装可能。

• ＰＳＬＸサーバー連携方式
– 専用のＰＳＬＸサーバーでリクエストを受付け、そのキューの中か

ら順に命令を取り出して実行する。サーバーは独自プロセスなの
で、スケジューラＯＦＦ時も受付けられる。

• 独自サーバー起動方式
– アプリケーション内部にサーバーを組み込み、直接リクエストを

受付ける。あらかじめ準備したコールバック関数に処理を追加す
る方式。完全にＰＵＳＨ型となる。
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相手によるプロトコルの分類

ＡＰＳＡＰＳ

製造システム製造システム

開発システム開発システム

顧客顧客サプライヤサプライヤ

ＡＰＳＡＰＳ

（Ｍ）

（Ｄ）

（Ｃ）（Ｓ）

（Ａ）
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メッセージの分類

０１：問合せ

０２：回答

０３：オーダー入力

０４：オーダー出力

０５：オーダー修正入力

０６：オーダー修正出力

０７：オーダー削除入力

０８：オーダー削除出力

０９：マスタ入力

１０：マスタ出力

１１：マスタ修正入力

１２：マスタ修正出力

１３：マスタ削除入力

１４：マスタ削除出力

１５：トランザクション入力

１６：トランザクション出力

１７：制御コマンド入力

１８：制御コマンド出力

１９：エラー入力

２０：エラー出力
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ユースケース：ＸＸＸ

ユースケース：ＸＸＸ

プロトコル２

ＰＳＬＸを用いたシステムアーキテクチャ

プロトコル１

メッセージＡメッセージＡ

メッセージＢメッセージＢ

メッセージＣメッセージＣ
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ＰＳＬＸ仕様書（３月公開予定）

第一部：製造業のグランドデザイン（ＰＳＬＸ－０１）
第1章 ビジネス環境と課題
第2章 ＡＰＳの定義、製造業アーキテクチャー
第3章 対象とするビジネスモデルとシナリオ
第4章 核となる技術要素
第5章 必要とする新たなユースケース

第一部：製造業のグランドデザイン（ＰＳＬＸ－０１）
第1章 ビジネス環境と課題
第2章 ＡＰＳの定義、製造業アーキテクチャー
第3章 対象とするビジネスモデルとシナリオ
第4章 核となる技術要素
第5章 必要とする新たなユースケース

第二部：オブジェクトモデリング（ＰＳＬＸ－０２）
第1章 ＡＰＳの相対的位置付け
第2章 ユースケース記述
第3章 オブジェクトモデル
第4章 システムアーキテクチャ
第5章 インタフェース記述

第二部：オブジェクトモデリング（ＰＳＬＸ－０２）
第1章 ＡＰＳの相対的位置付け
第2章 ユースケース記述
第3章 オブジェクトモデル
第4章 システムアーキテクチャ
第5章 インタフェース記述

第三部：ＸＭＬコアテクノロジ（ＰＳＬＸ－０３）
第1章 プロトコルの定義
第2章 メッセージの一覧
第3章 ＰＳＬＸの記述例
第4章 ＰＳＬＸ仕様詳細（解釈）
第5章 ＰＳＬＸスキーマ定義

第三部：ＸＭＬコアテクノロジ（ＰＳＬＸ－０３）
第1章 プロトコルの定義
第2章 メッセージの一覧
第3章 ＰＳＬＸの記述例
第4章 ＰＳＬＸ仕様詳細（解釈）
第5章 ＰＳＬＸスキーマ定義

第四部：統一用語辞書（ＰＳＬＸ－００）
用語あいうえお順
用語索引

第四部：統一用語辞書（ＰＳＬＸ－００）
用語あいうえお順
用語索引
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どうもありがとうございました
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